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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期
連結累計期間

第37期
第２四半期
連結累計期間

第36期

会計期間
自　2022年３月１日
至　2022年８月31日

自　2023年３月１日
至　2023年８月31日

自　2022年３月１日
至　2023年２月28日

売上高 （千円） 3,167,115 3,285,085 6,268,686

経常利益 （千円） 298,165 563,908 666,626

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 187,743 372,663 438,308

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 284,300 405,797 462,562

純資産額 （千円） 2,413,459 2,778,152 2,481,021

総資産額 （千円） 5,376,697 5,021,044 5,156,342

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 37.68 77.86 88.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 37.45 77.20 88.07

自己資本比率 （％） 43.9 54.1 47.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 425,579 372,905 557,813

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △117,159 △13,187 △145,745

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △284,207 △469,054 △562,703

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,464,937 1,159,395 1,239,085

 

回次
第36期

第２四半期
連結会計期間

第37期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年６月１日

至　2022年８月31日

自　2023年６月１日

至　2023年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.08 34.18

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行により、行

動制限や海外渡航制限等も緩和され、経済活動が正常に向かい景気の回復が期待されました。しかしながら、世界

的な金融引き締め、電力等のエネルギーや原材料価格の高騰が続いており、金融資本市場の変動等も相まって先行

き不透明な状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループは、効率的かつ持続性のある安定的な経営を目指すべく、日々の業務改善

やコスト削減を念頭においた経営を推進し、利益向上に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、当社の主力カテゴリーである歩行関

連商品の出荷が堅調に推移した結果、32億85百万円（前年同期比3.7％増）となり売上総利益は、15億39百万円

（前年同期比17.9％増）となりました。

利益面につきましては、運賃をはじめとする物流費高騰などの影響が一部で見られたものの、生産コスト増加に

対応した販売価格の見直し等、収益改善のための様々な施策の実施かつ徹底的なコスト削減等の経営活動を推進し

た結果、営業利益は５億66百万円（前年同期比92.7％増）となりました。また、営業外収益として、賃貸収入26百

万円、営業外費用として支払利息10百万円および為替差損23百万円等を計上した結果、経常利益５億63百万円（前

年同期比89.1％増）ならびに税金等調整前四半期純利益５億62百万円（前年同期比88.8％増）となりました。これ

らの結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税、住民税及び事業税１億72百万円および法人税等調整額

12百万円等を計上したことにより３億72百万円（前年同期比98.5％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

①介護用品・福祉用具製造販売事業

介護用品・福祉用具製造販売事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、チェーンストアルート、介護

ルートともに堅調に推移した結果、28億80百万円（前年同期比2.7％増）となり、セグメント利益は６億55百

万円（前年同期比75.4％増）となりました。

②介護サービス事業

介護サービス事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、介護保険における住宅改修売上および福祉用具
レンタル売上高が堅調に推移し、85百万円（前年同期比2.8％増）となり、セグメント損失は５百万円（前年
同期はセグメント損失８百万円）となりました。

③ＥＣ事業

ＥＣ事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に

移行したことにより個人消費を中心とした持ち直しの動きが見られるなか、車いす・シルバーカー等の販売も

堅調に推移した結果、売上高は４億13百万円（前年同期比14.0％増）となりました。セグメント利益は21百万

円（前年同期比20.8％増）となりました。

 

(2)財政状態の分析

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して47百万円減少し、33億26百万円となりました。これは主に、受取手形

及び売掛金62百万円等の増加要因が、現金及び預金79百万円、商品及び製品16百万円等の減少要因を下回ったこと

によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して87百万円減少し、16億94百万円となりました。これは主に、有形固定

資産に含まれる使用権資産33百万円、建物及び構築物13百万円、無形固定資産に含まれるのれん８百万円、投資そ

の他の資産に含まれる投資有価証券11百万円等の減少要因によるものであります。

 

（負債および純資産の部）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して１億12百万円減少し、16億16百万円となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金１億70百万円、１年内返済予定の長期借入金68百万円等の減少要因が、短期借入金40百万円、未払

金31百万円、未払法人税等38百万円等の増加要因を上回ったことによるものであります。
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固定負債は、前連結会計年度末と比較して３億20百万円減少し、６億26百万円となりました。これは主に、返済

による長期借入金２億76百万円、リース債務44百万円等の減少要因によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して２億97百万円増加し、27億78百万円となりました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上３億72百万円、為替換算調整勘定38百万円等の増加要因が、自己株式取得によ

る減少61百万円、配当の支払いによる減少48百万円等の減少要因を上回ったことによるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、11億59百万円となり、

前連結会計年度末と比較し、79百万円の資金減少となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは３億72百万円の収入（前年同期は４億25百万

円の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益５億62百万円、減価償却費96百万円等の増加要

因が、仕入債務の減少額２億15百万円、売上債権の増加額57百万円、法人税等の支払額１億34百万円等の減少要因

を上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは13百万円の支出（前年同期は１億17百万円の

支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出12百万円等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは４億69百万円の支出（前年同期は２億84百万

円の支出）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出３億44百万円、自己株式の取得による支出61

百万円、リース債務の返済による支出55百万円、配当金の支払額48百万円等の減少要因によるものであります。

 

(4)経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 

(5)優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はありません。

 

(6)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の費用総額は、47百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(7)従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の状況に著しい変動はありません。

 

(8)主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備および主要な設備の計画に著しい変動はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当社は、2023年７月18日開催の取締役会において、当社の連結子会社であります株式会社シクロケアが固定資産を

譲渡することについて決議し、2023年７月20日付で売買契約を締結いたしました。

詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,500,000

計 13,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 4,986,790 4,997,680
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 4,986,790 4,997,680 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年６月１日～

2023年８月31日
－ 4,986,790 － 51,072 － 798,119

（注）2023年９月１日から2023年９月30日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発行済

株式総数が10,890株増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  2023年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社秀一 大阪府堺市堺区緑ヶ丘中町４丁４－18 2,407 50.54

玉田　栄一 大阪府堺市堺区 264 5.54

玉田　秀明 大阪府堺市堺区 247 5.19

玉田　京子 大阪府堺市堺区 115 2.42

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８-12 99 2.09

小沼　滋紀 千葉県野田市 70 1.47

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 55 1.17

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 32 0.68

岸　正歳 兵庫県神戸市東灘区 27 0.57

ＮＯＭＵＲＡ　ＰＢ　ＮＯＭＩＮＥ

ＥＳ　ＬＩＭＩＴＥＤ　ＯＭＮＩＢ

ＵＳ－ＭＡＲＧＩＮ　（ＣＡＳＨＰ

Ｂ）

（常任代理人）野村證券株式会社

１　ＡＮＧＥＬ　ＬＡＮＥ，　ＬＯＮＤ

ＯＮ，　ＥＣ４Ｒ　３ＡＢ，　ＵＮＩＴ

ＥＤ　ＫＩＮＧＤＯＭ

22 0.47

計 － 3,341 70.15

 

（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2023年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 223,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,761,700 47,617 －

単元未満株式 普通株式 2,090 － －

発行済株式総数  4,986,790 － －

総株主の議決権  － 47,617 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。
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②【自己株式等】

    2023年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合（％）

株式会社幸和製作所
大阪府堺市堺区海山町

三丁159番地１
223,000 － 223,000 4.47

計 － 223,000 － 223,000 4.47

（注）「自己名義所有株式数」および「所有株式数の合計」の欄に含まれない単元未満株式が６株あります。なお、

当該株式は、上表①の「単元未満株式」欄に含まれております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年６月１日から2023

年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,239,085 1,159,395

受取手形及び売掛金 831,386 894,105

商品及び製品 1,082,512 1,066,273

仕掛品 14,195 13,854

原材料及び貯蔵品 99,228 85,972

その他 107,635 107,106

貸倒引当金 － △4

流動資産合計 3,374,043 3,326,703

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 362,718 348,869

機械装置及び運搬具（純額） 6,433 7,141

土地 641,388 641,388

リース資産（純額） 2,400 2,000

使用権資産（純額） 368,694 335,167

その他（純額） 87,332 80,979

有形固定資産合計 1,468,967 1,415,545

無形固定資産   

のれん 17,328 8,664

リース資産 11,231 9,690

その他 64,055 57,672

無形固定資産合計 92,615 76,026

投資その他の資産   

投資有価証券 134,227 123,042

繰延税金資産 49,361 45,827

その他 37,127 33,898

投資その他の資産合計 220,716 202,768

固定資産合計 1,782,298 1,694,341

資産合計 5,156,342 5,021,044
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 878,369 707,860

短期借入金 － 40,000

１年内返済予定の長期借入金 222,748 154,216

リース債務 110,402 118,200

未払金 295,871 327,604

未払法人税等 128,818 167,683

賞与引当金 28,369 28,653

その他 63,909 72,220

流動負債合計 1,728,488 1,616,438

固定負債   

長期借入金 569,634 293,589

リース債務 328,366 284,098

資産除去債務 1,098 1,098

退職給付に係る負債 10,104 4,504

その他 37,628 43,163

固定負債合計 946,831 626,454

負債合計 2,675,320 2,242,892

純資産の部   

株主資本   

資本金 51,072 51,072

新株式申込証拠金 － 825

資本剰余金 1,618,795 1,618,795

利益剰余金 803,963 1,128,254

自己株式 △112,492 △173,612

株主資本合計 2,361,339 2,625,335

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △26,282 △37,707

為替換算調整勘定 90,889 129,493

その他の包括利益累計額合計 64,607 91,786

非支配株主持分 55,075 61,030

純資産合計 2,481,021 2,778,152

負債純資産合計 5,156,342 5,021,044
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

売上高 3,167,115 3,285,085

売上原価 1,861,825 1,745,693

売上総利益 1,305,290 1,539,391

販売費及び一般管理費 ※ 1,011,437 ※ 973,141

営業利益 293,853 566,249

営業外収益   

受取利息 981 1,050

受取手数料 417 12,875

デリバティブ評価益 41,070 －

補助金収入 9,424 40

賃貸収入 19,639 26,779

その他 1,537 6,176

営業外収益合計 73,070 46,922

営業外費用   

支払利息 13,071 10,671

為替差損 44,868 23,644

賃貸費用 10,074 12,829

その他 744 2,117

営業外費用合計 68,758 49,263

経常利益 298,165 563,908

特別損失   

固定資産除却損 0 1,111

特別損失合計 0 1,111

税金等調整前四半期純利益 298,165 562,797

法人税、住民税及び事業税 82,428 172,091

法人税等調整額 22,668 12,087

法人税等合計 105,096 184,178

四半期純利益 193,068 378,618

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,324 5,955

親会社株主に帰属する四半期純利益 187,743 372,663
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

四半期純利益 193,068 378,618

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,747 △11,424

繰延ヘッジ損益 24,178 －

為替換算調整勘定 83,801 38,603

その他の包括利益合計 91,232 27,178

四半期包括利益 284,300 405,797

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 278,976 399,842

非支配株主に係る四半期包括利益 5,324 5,955
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 298,165 562,797

減価償却費 101,988 96,591

のれん償却額 8,664 8,664

貸倒引当金の増減額（△は減少） △91 4

受取利息及び受取配当金 △1,044 △1,085

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,805 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20 △5,599

賞与引当金の増減額（△は減少） △660 283

支払利息 13,071 10,671

固定資産除売却損益（△は益） 0 1,111

デリバティブ評価損益（△は益） △41,070 －

売上債権の増減額（△は増加） △131,126 △57,377

棚卸資産の増減額（△は増加） 23,022 48,088

仕入債務の増減額（△は減少） 173,313 △215,187

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,670 47,409

その他 78,924 20,178

小計 514,699 516,550

利息及び配当金の受取額 1,044 1,085

利息の支払額 △13,121 △10,723

法人税等の支払額 △77,043 △134,006

営業活動によるキャッシュ・フロー 425,579 372,905

投資活動によるキャッシュ・フロー   

従業員に対する貸付金の回収による収入 153 153

有形固定資産の取得による支出 △18,587 △12,271

無形固定資産の取得による支出 △18,198 △840

投資有価証券の取得による支出 △83,590 △308

その他 3,064 79

投資活動によるキャッシュ・フロー △117,159 △13,187

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 40,000

長期借入金の返済による支出 △112,414 △344,577

株式の発行による収入 495 －

リース債務の返済による支出 △52,403 △55,810

自己株式の取得による支出 － △61,120

配当金の支払額 △119,885 △48,371

その他 － 825

財務活動によるキャッシュ・フロー △284,207 △469,054

現金及び現金同等物に係る換算差額 65,393 29,646

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89,605 △79,689

現金及び現金同等物の期首残高 1,375,331 1,239,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,464,937 ※ 1,159,395
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年８月31日)

従業員給料及び手当 253,260千円 233,615千円

賞与引当金繰入額 31,627 28,561

退職給付費用 5,243 4,876

運賃 187,491 166,752

物流委託費 132,021 129,522

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年８月31日）

現金及び預金勘定 1,464,937千円 1,159,395千円

現金及び現金同等物 1,464,937千円 1,159,395千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

１．配当金支払額

(決議）
株式

の種類

配当金の総額

(千円）

1株当たり配

当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月14日

取締役会
普通株式 119,885 24.06 2022年２月28日 2022年５月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年８月31日）

１．配当金支払額

(決議）
株式

の種類

配当金の総額

(千円）

1株当たり配

当額(円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月14日

取締役会
普通株式 48,371 10.00 2023年２月28日 2023年５月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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３．株主資本の著しい変動

当社は、2023年２月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式87,900株の取得を行いました。この結果、

当第２四半期連結累計期間において自己株式が61,120千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己

株式が173,612千円となっております。

 

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額（注）

１

四半期連結財
務諸表計上額
（注）２

 
介護用品・福祉
用具製造販売事

業
介護サービス事業 ＥＣ事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,720,867 83,452 362,795 3,167,115 － 3,167,115

セグメント間の内部

売上高又は振替高
84,550 － － 84,550 △84,550 －

計 2,805,417 83,452 362,795 3,251,665 △84,550 3,167,115

セグメント利益又は

損失（△）
373,922 △8,652 17,554 382,824 △88,971 293,853

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△88,971千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△97,944千

円、取引高の消去4,320千円、棚卸資産の調整額2,220千円およびその他の調整額2,432千円が含まれておりま

す。

なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額（注）

１

四半期連結財
務諸表計上額
（注）２

 
介護用品・福祉
用具製造販売事

業
介護サービス事業 ＥＣ事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,785,572 85,748 413,763 3,285,085 － 3,285,085

セグメント間の内部

売上高又は振替高
94,895 － － 94,895 △94,895 －

計 2,880,468 85,748 413,763 3,379,980 △94,895 3,285,085

セグメント利益又は

損失（△）
655,933 △5,128 21,206 672,011 △105,761 566,249

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△105,761千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△109,694

千円、取引高の消去4,020千円、棚卸資産の調整額△94千円およびその他の調整額７千円が含まれておりま

す。

なお、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（収益認識関係）

当社グループの売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを財又はサービ

スの種類別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。

 

前第２四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

（単位：千円）
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介護用品・福祉用具

製造販売事業
介護サービス事業 ＥＣ事業 計

歩行関連 1,962,998 49,369 351,189 2,363,557

入浴関連 513,169 1,040 5,064 519,274

食事関連 16,633 4 121 16,758

衛生・健康関連 7,495 405 570 8,472

床周り関連 42,036 19,343 1,692 63,072

排泄関連 47,175 756 771 48,704

住宅関連 95,476 11,004 777 107,258

暮らし関連 22,729 70 285 23,085

修理関連 8,097 1,422 － 9,519

その他 5,053 35 2,322 7,412

外部顧客への売上高 2,720,867 83,452 362,795 3,167,115

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年８月31日）

（単位：千円）

 
介護用品・福祉用具

製造販売事業
介護サービス事業 ＥＣ事業 計

歩行関連 2,052,728 46,489 403,945 2,503,163

入浴関連 476,891 1,193 5,942 484,027

食事関連 18,400 3 69 18,473

衛生・健康関連 7,960 1,959 627 10,547

床周り関連 42,445 19,393 2,549 64,388

排泄関連 42,321 914 107 43,344

住宅関連 108,285 15,525 522 124,333

暮らし関連 23,850 268 － 24,118

修理関連 9,723 － － 9,723

その他 2,965 － － 2,965

外部顧客への売上高 2,785,572 85,748 413,763 3,285,085
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年３月１日

至　2022年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年３月１日
至　2023年８月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 37円68銭 77円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 187,743 372,663

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
187,743 372,663

普通株式の期中平均株式数（株） 4,983,092 4,786,411

   

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 37円45銭 77円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 29,643 40,766

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

 

－

 

－

 

（重要な後発事象）

（固定資産の譲渡）

当社は、2023年７月18日開催の取締役会において、下記のとおり、当社の連結子会社である株式会社シクロケア

が保有する社屋の土地および建物を譲渡することを決議し、2023年７月20日に不動産売買契約を締結いたしまし

た。

 

１．譲渡の理由

経営資源の効率的活用および財務体質の強化を目的としております。

 

２．譲渡資産の内容

所在地 大阪府羽曳野市西浦３丁目９番25号

土地面積 706.77㎡

建物延床面積 925.00㎡

現況 事務所および倉庫

 

３．譲渡の日程

引渡日：2023年10月12日

 

４．損益に与える影響

当該固定資産の譲渡により、2024年２月期第３四半期連結会計期間において、固定資産の譲渡に係る損失が

32,458千円発生する見込みであります。

また固定資産を譲渡するにあたり、撤去費用が発生する見込みとなっておりますが、影響額については軽微

であります。
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（事業譲渡）

当社は、2023年10月11日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社幸和ライフゼーション

（以下、「幸和ライフゼーション」といいます。）が関東圏を中心に展開しておりますレンタル事業を、株式

会社ヤマシタ（以下、「ヤマシタ」と言います。）に事業譲渡することについて決議し、2023年10月11日付け

で事業譲渡契約を締結いたしました。

 

（１）譲渡の理由

当社グループは福祉用具製造販売を中心とした事業を展開しております。

今般、福祉用具レンタル・販売を主たる事業としているヤマシタより、当社の連結子会社である幸和ライフ

ゼーションが関東圏を中心に展開するレンタル事業の譲渡について打診を受け、社内で慎重に検討した結果、

福祉用具製造販売に経営資源を集中することが当社グループの企業価値向上に資すると判断し、譲渡すること

といたしました。

 

（２）譲渡する相手会社の名称

ヤマシタ

 

（３）譲渡する事業の内容・規模

①譲渡する事業の内容

幸和ライフゼーションが関東圏を中心に展開するレンタル事業

②譲渡する事業の規模
売上高　118,733千円（2022年12月期）
 

（４）譲渡する資産・負債の額
現時点で算定中であります。

 
（５）譲渡の時期

2023年12月１日
 

（６）譲渡価額

100,000千円

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年10月12日

株式会社幸和製作所

取締役会　御中

 

東陽監査法人

大阪事務所

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 川越　宗一

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 玉田　優樹

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社幸和製

作所の2023年３月１日から2024年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年６月１日から2023年８

月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社幸和製作所及び連結子会社の2023年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
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められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　　上

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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